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の学校経営計画のテーマは「信頼・尊重・育ち合い」である。その

改善し、一人一人の個性を信頼・尊重し、着実な成長を後押しでき

必要がある。具体的には「授業は幼児児童生徒と教師が互いの力を

う場面である」ということを再確認しながら、日々の授業改善を進

ならない。授業改善のためには、教師には幼児児童生徒が持つ良さ

に加え、彼らの将来の生活を展望しながら一人一人及び学習集団に

価値の高い内容を題材として選び、最適な学習環境を用意しながら

努力が求められる。

究から

ふれる学校」を目指し、キャリア教育全体計画を作成し、自己有用

目指し授業を行った。その結果、将来を見通し集団を意識しながら

環境整備や教材・活動の設定、場の設定、タイミング、時間確保、

を行うことの重要性と、授業力の向上が必要であることが確認され

れの学部で授業を見合い、意見を交換し合えたことが有効であり、

ての意見交換が必要であると提案された。

調査より

トの結果、授業実践、授業に生かされる研究内容を希望する声が多か

について課題意識を持ち、時間をとって授業について考えたいとい

。

「個性や能力を生かし、着実な成長を後押しできる授業づくり」

を主題とし、研究を行っていくこととした。

生かし、着実な成長を後押しできる授業づくり」


